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１．研究・調査課題名：「２０１１年東北地方太平洋沖地震における地盤災害の日米合同研

究・調査」 
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５．研究・調査の目的 

 東北地方太平洋沖地震で生じた液状化などによる地盤災害（社会基盤システム、ライフ

ライン、住宅等の被害）の実体を把握するとともに、密に配置された地震観測網によって

得られた地震動と各地点の地盤特性ならびに地盤災害の種類や被害の程度の関係を調べ、

今後の耐震設計に反映することを目的とする。 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 

 



 ２ 

 東北地方太平洋沖地震の甚大な液状化を含む地盤災害を調査・把握し、今後の設計・対

策に反映させることを目的とし、１）液状化被害調査と地盤改良対策の効果、２）東北地

方の河川堤防、アースダム等の土構造物の地盤災害調査、３）港湾施設の被害と地盤改良

対策の効果、４）ライフライン等地中埋設物の被害と影響、５）宅造地の地盤災害、６）

津波被害域における地盤および建物基礎挙動、７）強震観測点周辺の地盤挙動調査、８）

重要な強震観測点、被害地点の調査と地盤情報の収集、９）重要な強震観測点、被害地点

における地盤調査や地上及び空中からの３Ｄレーザー測量などを、日米共同または分担し

て行った。また、以上の調査結果に基づいて、被害メカニズム、被害要因を検討するとと

もに、 地盤改良対策効果の有効性の検証、現行設計指針の妥当性についての検討、被害状

況を踏まえた地盤基礎の対策・復旧対策の提案を行なった。 
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